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にんにく収穫完了！！
比内ヒルズ・ふもとの家（大館市）

令和７年度　事業報告及び決算の概要
秋田県民児協設立５０周年を迎えて
あきた子ども応援ネットワーク
介護サービス情報公表システム
福祉サービス第三者評価　令和7年度受審施設の紹介
職場紹介リレー　比内ヒルズ・ふもとの家（大館市）　
皆様の善意
シリーズ“こだわりの品”　比内ヒルズ・ふもとの家（大館市）

P2

P5

P6

P7

P8

P9

P10

P12



　世界情勢の不安定化などにより、物価やエネルギー価格の上昇が続き、家庭生活のみならず、福祉施設・事業所の経　世界情勢の不安定化などにより、物価やエネルギー価格の上昇が続き、家庭生活のみならず、福祉施設・事業所の経
営や、福祉サービスの安定的な提供にも影響が及んでいます。営や、福祉サービスの安定的な提供にも影響が及んでいます。
　また、国においては社会福祉法の改正に向けた検討が行われ、包括的な支援体制の整備や権利擁護支援のあり方など、　また、国においては社会福祉法の改正に向けた検討が行われ、包括的な支援体制の整備や権利擁護支援のあり方など、
社会福祉協議会に大きく関わる内容について議論されました。社会福祉協議会に大きく関わる内容について議論されました。
　こうした中、本会では「第６期秋田県地域福祉活動計画」における４つの基本方針に基づき、関係機関・団体との連　こうした中、本会では「第６期秋田県地域福祉活動計画」における４つの基本方針に基づき、関係機関・団体との連
携のもと、次のとおり各種事業に取り組みました。携のもと、次のとおり各種事業に取り組みました。
　このほか、大規模災害への対応として、 ８月大雨では被災地社協における災害ボランティアセンターの運営を支援し　このほか、大規模災害への対応として、 ８月大雨では被災地社協における災害ボランティアセンターの運営を支援し
たほか、大雪被害に伴う被災地支援として職員派遣を行いました。たほか、大雪被害に伴う被災地支援として職員派遣を行いました。

◆
地
域
づ
く
り
活
動
の
基
盤
整
備

・�

ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
会
議
の
開
催（
88

名
参
加
）

・�

地
域
の
福
祉
力
向
上
事
業
の
実
施（
５

名
修
了
）

・�

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活
動
連
携
推
進
モ
デ
ル

事
業
の
実
施（
３
市
町
指
定
）

・�

地
域
福
祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
検

証
委
員
会
に
お
け
る「
秋
田
県
地
域
福

祉
ト
ー
タ
ル
ケ
ア
推
進
事
業
要
綱
」の

改
正

◆
包
括
的
支
援
体
制
の
構
築

・�

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
の
実
施（
実

利
用
件
数
６
７
４
件
） 

・�

権
利
擁
護
支
援
の
体
制
構
築
モ
デ
ル
事

業
の
実
施（
指
定
２
か
所
）

・�

成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
事
業
の
実
施

県
域
協
議
会
の
開
催（
３
回
）、
研
修
会

の
開
催
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣（
４
市

町
村
）

・�

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業
後
方
支
援

事
業
の
実
施

　

�

体
制
整
備
に
向
け
た
研
修
会
の
開
催

（
79
名
参
加
）

　

�

体
制
整
備
に
向
け
た
情
報
交
換
会（
５

か
所
）

・�

生
活
福
祉
資
金
の
貸
付（
１
１
２
件
）、

新
型
コ
ロ
ナ
特
例
貸
付
の
適
切
な
債
権

管
理
の
実
施（
償
還
猶
予
13
件
、
償
還

免
除
77
件
）

　

�

適
切
な
相
談
支
援
に
つ
な
げ
る
た
め
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
支
援
の
実
施（
71
件
）

・
地
域
支
援
事
業
推
進
事
業
の
実
施

　

�

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
活
動
支

援
研
修
会
等
の
開
催

　

�

自
立
支
援
・
介
護
予
防
普
及
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
派
遣（
４
市
町
）

・�

高
齢
者
総
合
相
談
・
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
相
談
対
応（
７
４
９
件
）、
県

民
介
護
講
座
の
実
施（
１
８
７
名
受

講
）、
福
祉
用
具
等
に
関
す
る
研
修
の

実
施（
84
名
受
講
）

◆�

行
政
と
社
協
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の

強
化

・
地
域
福
祉
推
進
委
員
会
の
開
催（
４
回
）

・
秋
田
県
地
域
福
祉
行
政
懇
談
会
の
開
催

◆
福
祉
教
育
に
よ
る
地
域
活
動
の
育
成
支
援

・�

福
祉
教
育
推
進
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
27

名
参
加
）

・�

中
学
生
高
校
生
地
域
貢
献
活
動
促
進
助

成
の
実
施（
７
校
助
成
）、
実
践
発
表
会

の
開
催（
34
名
参
加
）

◆
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
地
域
社
会
づ
く
り

・�

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
等
に
取
り
組

む
支
援
団
体
等
の
充
実
・
拡
大
に
向
け

た
支
援

　

�

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
に
よ
る
団

体
等
へ
の
訪
問
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
、
情
報

交
換
会
の
開
催
、
子
ど
も
食
堂
等
に
対

す
る
支
援
の
呼
び
か
け
、
寄
附
等
の
申

出
に
対
す
る
受
入
調
整（
寄
附
等
59
件
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
53
件
）

　

�

子
ど
も
の
居
場
所
の
立
ち
上
げ
や
運
営

等
を
ま
と
め
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成

・�

フ
レ
イ
ル
予
防
の
取
り
組
み
に
係
る
ｅ

ス
ポ
ー
ツ
を
活
用
し
た
認
知
機
能
検
査

及
び
運
動
機
能
等
の
効
果
検
証（
４
か

所
）

・�

ｅ
ス
ポ
ー
ツ
普
及
に
向
け
た
フ
レ
イ

ル
予
防
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成（
19
名
修

了
）、
出
前
講
座
の
実
施（
延
べ
26
回
）

秋田県社会福祉協議会
令和７年度事業報告及び決算の概要

地
域
共
生
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

地
域
共
生
の
た
め
の
体
制
づ
く
り

【
基
本
方
針
１
】

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り

住
民
参
加
に
よ
る
地
域
づ
く
り

【
基
本
方
針
２
】
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◆
福
祉
人
材
の
確
保
・
育
成
・
定
着
の
推
進

・�

福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
相
談
、

求
人
・
求
職
登
録
、
求
職
者
紹
介
及
び

資
格
取
得
方
法
に
関
す
る
情
報
提
供

・�

県
内
３
地
区
へ
の
福
祉
人
材
キ
ャ
リ
ア

支
援
専
門
員
の
配
置
、
就
労
希
望
者
の

職
業
紹
介
と
求
人
事
業
所
に
対
す
る
人

材
の
確
保
支
援
の
強
化

・�

ふ
く
し
の
し
ご
と
総
合
フ
ェ
ア
の
開
催

（
２
回
）

・
介
護
人
材
確
保
対
策
事
業
の
実
施

　

�

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催（
１
５
４
名

参
加
）

・�

中
学
生
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー
事
業

の
実
施（
２
校
）

・�

高
校
生
の
福
祉
の
職
場
体
験
事
業
の
実

施（
６
名
）

・�

介
護
の
入
門
的
研
修
事
業
の
実
施（
75

名
参
加
）

・�

福
祉
保
健
研
修
事
業
の
実
施（
18
コ
ー

ス
27
回
、
１
，
０
３
７
名
受
講
）

・�

認
知
症
介
護
研
修
及
び
自
主
企
画
研
修

事
業
の
実
施（
23
コ
ー
ス
29
回
、
１
，

・�
全
国
健
康
福
祉
祭
へ
の
選
手
派
遣

（
１
０
４
名
）、「
い
き
い
き
長
寿
あ
き

た
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
」の
開
催（
１
，

６
１
４
名
参
加
）、「
ね
ん
り
ん
美
術
展
」

の
開
催

・�

ロ
ン
グ
ラ
イ
フ
講
座
の
開
催（
延
べ

１
２
０
名
参
加
）

◆
多
様
な
主
体
に
よ
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
の
推
進

・�

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
実

践
者
養
成
研
修
の
開
催（
累
計
５
１
０

名
修
了
）

◆
危
機
管
理
体
制
づ
く
り
の
推
進

・�

秋
田
県
災
害
福
祉
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設

置（
令
和
７
年
５
月
）

・�

災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
実
践
研
修
会

の
開
催（
２
か
所
、
81
名
参
加
）、
災
害

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
実
地
訓
練
の
開
催（
３

か
所
、
１
５
１
名
参
加
）

・�

災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム（
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
）

チ
ー
ム
員
登
録
研
修（
46
名
登
録
）、
ス

キ
ル
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催（
44
名
参
加
）

・�

技
術
系
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
研
修
、
事

業
継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）関
連
研
修
等
の

実
施

３
８
４
名
受
講
）

・�

介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
研

修
事
業
の
実
施（
１
５
２
名
受
講
）

・
介
護
支
援
専
門
員
養
成
事
業
の
実
施

　

実
務
研
修
受
講
試
験
の
実
施

実
務
研
修
の
実
施（
１
０
４
名
受
講
）

◆�

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
社
会
福

祉
経
営
基
盤
の
強
化

・�

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
事
業
の
実

施（
公
表
１
，
８
７
８
件
）

・�

社
会
福
祉
施
設
経
営
指
導
事
業
に
お
け

る
相
談
対
応（
60
件
）

・
運
営
適
正
化
委
員
会
事
業
の
実
施

・
種
別
協
議
会
・
団
体
へ
の
支
援

◆�

会
員
制
度
の
周
知
と
会
員
拡
大
、
会
員

サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・�
会
員
拡
大
に
向
け
た
加
入
促
進（
新
規

加
入
14
か
所
）

・�

火
災
共
済
・
自
動
車
共
済
や
図
書
販
売

の
斡
旋
、
自
動
車
リ
ー
ス
の
促
進
、
家

庭
用
常
備
薬
の
斡
旋
に
よ
る
自
主
財
源

の
確
保

◆
秋
田
県
社
会
福
祉
会
館
の
適
正
な
運
営

・�

企
業
・
団
体
等
へ
の
訪
問
、
ダ
イ
レ
ク

ト
メ
ー
ル
に
よ
る
利
用
者
の
開
拓

・
自
主
事
業
の
実
施

・�

利
用
者
満
足
度
の
把
握
、
大
規
模
修
繕

工
事
の
実
施
等
に
よ
る
利
用
者
に
対
す

る
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・�

入
居
団
体
総
務
担
当
者
会
議
の
開
催
、

会
館
管
理
運
営
協
議
会
の
開
催
等
に
よ

る
運
営
の
適
正
化

◆�

令
和
７
年
８
月
19
日
か
ら
の
大
雨
災
害

に
伴
う
被
災
地
支
援

・�

秋
田
県
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援
セ
ン

タ
ー
の
設
置（
設
置
期
間
８
月
21
日
か

ら
10
月
15
日
ま
で
）

・�

市
町
村
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

へ
の
職
員
派
遣（
仙
北
市
：
延
べ
40
名
）

◆
大
雪
に
伴
う
被
災
地
支
援

・�

被
災
地
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
職
員
派

遣（
延
べ
12
名
）

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤
づ
く
り

【
基
本
方
針
３
】

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

組
織
・
経
営
基
盤
の
強
化

【
基
本
方
針
４
】

災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
支
援

災
害
時
に
お
け
る
被
災
地
支
援

【
そ
の
他
】
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資金収支計算書 ( 単位：円 )

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

事業活動収入 666,735,000 661,932,360 4,802,640

事業活動支出 766,634,000 741,547,213 25,086,787

事業活動資金収支差額 △ 99,899,000 △ 79,614,853 △ 20,284,147

施設整備等収入 1,000 0 1,000

施設整備等支出 1,104,000 3,714,732 △ 2,610,732

施設整備等資金収支差額 △ 1,103,000 △ 3,714,732 2,611,732

その他の活動収入 254,487,000 253,143,541 1,343,459

その他の活動支出 249,693,000 249,664,406 28,594

その他の活動資金収支差額 4,794,000 3,479,135 1,314,865

予備費支出 1,000,000 0 1,000,000

当期資金収支差額合計 △ 97,208,000 △ 79,850,450 △ 17,357,550

前期末支払資金残高 857,062,000 844,995,072 12,066,928

当期末支払資金残高 759,854,000 765,144,622 △ 5,290,622

令和７年度 一般会計収支決算

貸借対照表 ( 単位：円 )

科　　目 当年度末 前年度末 増　　減

〔資産の部〕

流動資産 787,546,876 862,220,895 △ 74,674,019

固定資産 1,646,904,489 1,661,342,984 △ 14,438,495

資産の部合計 2,434,451,365 2,523,563,879 △ 89,112,514

〔負債の部〕

流動負債 39,921,254 34,994,823 4,926,431

固定負債 240,429,757 206,159,416 34,270,341

負債の部合計 280,351,011 241,154,239 39,196,772

〔純資産の部〕

基本金 3,000,000 3,000,000 0

基金 36,501,029 36,501,029 0

国庫補助金等特別積立金 1,321,834,364 1,424,730,482 △ 102,896,118

その他の積立金 448,986,149 463,588,149 △ 14,602,000

次期繰越活動増減差額 343,778,812 354,589,980 △ 10,811,168

純資産の部合計 2,154,100,354 2,282,409,640 △ 128,309,286

負債及び純資産合計 2,434,451,365 2,523,563,879 △ 89,112,514

事業活動計算書 ( 単位：円 )

科　　目 当年度決算 前年度決算 増　　減

サービス活動収益 643,748,074 650,678,252 △ 6,930,178

サービス活動費用 589,201,167 546,413,924 42,787,243

サービス活動増減差額 54,546,907 104,264,328 △ 49,717,421

サービス活動外収益 4,718,181 4,406,876 311,305

サービス活動外費用 1,341,574 0 1,341,574

サービス活動外増減差額 3,376,607 4,406,876 △ 1,030,269

経常増減差額 57,923,514 108,671,204 △ 50,747,690

特別収益 2,963,826 1,981,636 982,190

特別費用 86,300,508 138,849,606 △ 52,549,098

特別増減差額 △ 83,336,682 △ 136,867,970 53,531,288

当期活動増減差額 △ 25,413,168 △ 28,196,766 2,783,598

前期繰越活動増減差額 354,589,980 581,874,895 △ 227,284,915

当期末繰越活動増減差額 329,176,812 553,678,129 △ 224,501,317

その他の積立金取崩額 251,282,000 50,000,000 201,282,000

その他の積立金積立額 236,680,000 249,088,149 △ 12,408,149

次期繰越活動増減差額 343,778,812 354,589,980 △ 10,811,168

※事業活動収支の内訳 ( 単位：円 )

科　　目 予　　算 決　　算 差　　異

会費収入 15,232,000 15,242,500 △ 10,500

寄附金収入 5,887,000 5,924,920 △ 37,920

経常経費補助金収入 267,569,000 264,968,982 2,600,018

共同募金配分金収入 5,265,000 5,265,000 0

助成金収入 5,231,000 5,192,900 38,100

受託金収入 263,351,000 263,354,260 △ 3,260

事業収入 73,496,000 72,593,186 902,814

負担金収入 4,656,000 4,661,300 △ 5,300

受取利息配当金収入 5,566,000 4,718,181 847,819

その他の収入 15,000,000 14,729,725 270,275

雑収入 5,482,000 5,281,406 200,594

事業活動収入計 666,735,000 661,932,360 4,802,640

人件費支出 302,896,000 300,392,654 2,503,346

事業費支出 432,818,000 415,941,070 16,876,930

事務費支出 15,626,000 12,763,931 2,862,069

分担金支出 1,423,000 1,386,000 37,000

助成金支出 7,284,000 7,383,861 △ 99,861

負担金支出 3,773,000 3,679,697 93,303

流動資産評価損等による資金減少額 2,814,000 0 2,814,000

事業活動支出計 766,634,000 741,547,213 25,086,787
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　民生委員・児童委員は、「地域の見守り役」「地域の身近な相談相手」「専門機関へのつなぎ役」として、
高齢者や障がい者、子どもやその家族からの相談を受け、適切な機関につなぐ役割を担っています。
　秋田県民生児童委員協議会（県民児協）は、令和８年６月で設立から50周年を迎えました。ここでは
県民児協設立までの経緯と多発する災害や人口減少等に伴う、委員活動の変化について振り返ります。

　

秋
田
県
で
は
、昭
和
８
年
７
月
24
日
に
、

「
秋
田
県
方
面
委
員
連
盟
」が
設
立
さ
れ
、

昭
和
21
年
の
民
生
委
員
令
施
行
を
受
け
、

「
秋
田
県
民
生
委
員
連
盟
」に
改
称
し
ま
し

た
。

　

当
初
、
事
務
所
は
県
の
担
当
課
内
に
あ

り
ま
し
た
が
、
昭
和
27
年
６
月
19
日
に
、

秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会
の
内
部
組
織
と

し
て「
民
生
児
童
委
員
部
会
」に
移
行
し
ま

し
た
。

　

昭
和
39
年
に
秋
田
市
で「
全
国
民
生
児

童
委
員
大
会
」を
開
催
し
、
40
年
に「
婦
人

部
会（
の
ち
の
女
性
部
会
）」を
設
置
、
42

年
７
月
に
は
秋
田
県
民
生
委
員
制
度
40
周

年
記
念
と
な
る「
秋
田
県
民
生
児
童
委
員

大
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
昭
和
40
年
代
後
半
か

ら
全
国
的
に
民
生
児
童
委
員
協
議
会
の
独

自
組
織
づ
く
り
が
進
み
、
本
県
に
お
い
て

も
昭
和
51
年
６
月
14
日
に
、「
秋
田
県
民
生

児
童
委
員
協
議
会
」を
設
立
し
、
今
日
に

至
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
委
員
活
動
を
振
り
返
る
と

災
害
時
に
お
け
る
活
動
の
あ
り
方
が
大
き

く
変
わ
り
ま
し
た
。

　

全
国
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合
会（
以

下「
全
民
児
連
」）で
は
、
平
成
19
年
の
民

生
委
員
制
度
創
設
90
周
年
に
あ
た
り
全
国

一
斉
運
動
と
し
て「
災
害
時
一
人
も
見
逃

さ
な
い
運
動
」を
提
唱
し
、
災
害
に
よ
り

要
援
護
者
が
犠
牲
と
な
ら
な
い
よ
う
、
要

援
護
者
台
帳
の
作
成
、
避
難
誘
導
や
安
否

確
認
な
ど
平
常
時
か
ら
の
支
援
体
制
の
構

築
を
促
進
し
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
平
成
23
年
３
月
に
発
生
し
た

東
日
本
大
震
災
で
は
、
地
域
住
民
の
安
否

確
認
や
避
難
支
援
等
に
あ
た
っ
て
い
た
56

名
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
が
犠
牲
と

な
っ
た
こ
と
を
契
機
に
し
、「
委
員
自
身
の

安
全
確
保
を
最
優
先
す
る
」方
針
へ
と
変

化
し
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
災
害
へ
の
備
え
や
地
域
特
性

を
踏
ま
え
た
活
動
方
針
の
策
定
に
向
け

て
、
す
べ
て
の
民
生
委
員
や
民
児
協
関
係

者
が
日
頃
か
ら
意
識
し
て
お
く
べ
き
ポ
イ

ン
ト「
災
害
に
備
え
る
民
生
委
員
・
児
童

委
員
活
動
10
か
条
」を
整
理
し
ま
し
た
。

　

先
人
の
尊
い
犠
牲
を
教
訓
と
し
て
胸
に

刻
み
、「
委
員
の
命
を
守
る
こ
と
が
、
地
域

の
福
祉
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
る
」と
い

う
意
識
の
も
と
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
で
持

続
可
能
な
活
動
を
続
け
て
ま
い
り
ま
す
。

 　

平
成
29
年
に
民
生
委
員
制
度
創
設

１
０
０
周
年
を
迎
え
、
全
民
児
連
が
今
後

の
活
動
と
し
て「
１
０
０
周
年
活
動
強
化

方
策
」を
策
定
し
た
こ
と
を
受
け
、
県
民

児
協
で
は
、
令
和
４
年
度
に「
活
動
強
化

方
策
２
０
２
２
」を
策
定
し
ま
し
た
。
令

和
７
年
３
月
に
は
、
第
２
期
と
な
る「
活

動
強
化
方
策
２
０
２
５
」を
策
定
し
、
委

員
及
び
民
児
協
が
抱
え
る
課
題
や
目
指
す

姿
を
明
ら
か
に
し
、
地
域
の
実
情
を
踏
ま

え
た
取
組
を
進
め
、
地
域
共
生
社
会
の
実

現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
８
年
４
月
で
民
生
委
員
の
充
足
率

が
92
・
９
％
と
な
り
、
委
員
の
確
保
が
課

題
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
や
就
業
し
な
が
ら
活
動
で
き
る
環
境

整
備
に
向
け
て
重
点
的
に
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

秋
田
県
民
児
協
設
立
ま
で
の
経
緯

秋
田
県
民
児
協
設
立
ま
で
の
経
緯

活
動
強
化
方
策
２
０
２
５

活
動
強
化
方
策
２
０
２
５

災
害
に
備
え
る
委
員
活
動

災
害
に
備
え
る
委
員
活
動

秋田県民生児童委員
協議会

ホームページ秋田県民児協設立50周年を迎えて
～設立までの歴史や活動を紹介～

災害に備える民生委員·
児童委員活動10か条

《民生委員・児童委員として災害に向き
合う大原則》
第1条　�自分自身と家族の安全確保を最優先に考える
第2条　無理のない活動をこころがける

《平常時の取り組みの基本》
第3条　「地域ぐるみ」で災害に備える
第4条　�災害への備えは日ごろの委員活動の延長線

上にあることを意識する

第5条　�民事協の方針を組織として決定し、行政や
住民等にも周知する

《市町村と協議しておくべきこと》
第6条　�名簿などの個人情報の保管方法、更新方法

を決めておく

第7条　�情報共有のあり方を決めておく
《災害後の民事協活動において留意すべ

きこと》
第8条　�委員同志の支え合い、民事協による委員支

援を重視する

《避難生活から復旧・復興期の活動で意
識すべきこと》
第9条　�支援が必要な人に、支援が届くように配慮

する

第10条　�孤立を防ぎ、地域の絆の維持や再構築を働
きかける
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　本会が事務局を担う「あきた子ども応援ネットワーク」では、「支援」を必要とする親子と支援　本会が事務局を担う「あきた子ども応援ネットワーク」では、「支援」を必要とする親子と支援
者を、支援者と支援者を、 支援者とその活動に協力したい個人や企業等を、ネットワークで者を、支援者と支援者を、 支援者とその活動に協力したい個人や企業等を、ネットワークで
つなぎ、子どもの食や学習の支援をはじめ、子どもたちが身近な地域で集うことができる居つなぎ、子どもの食や学習の支援をはじめ、子どもたちが身近な地域で集うことができる居
場所づくりの活動を推進しております。以前から、WEBサイトを活用して情報発信に努めて場所づくりの活動を推進しております。以前から、WEBサイトを活用して情報発信に努めて
まいりましたが、この度、カレンダー機能を追加し、地域の子どもやその家族が自分の暮らまいりましたが、この度、カレンダー機能を追加し、地域の子どもやその家族が自分の暮ら
す地域の子ども食堂を身近に活用いただけるようリニューアルいたしました。ここでは、そす地域の子ども食堂を身近に活用いただけるようリニューアルいたしました。ここでは、そ
の内容についてご紹介いたします。の内容についてご紹介いたします。

子どもたちの子どもたちの現現
い まい ま

在在と未来を応援！！ と未来を応援！！ 
～あきた子ども応援ネットワークWEBサイトをリニューアルしました！～～あきた子ども応援ネットワークWEBサイトをリニューアルしました！～

県内３地区に分けて掲載しています！

市町村ごとに色分けしていますので利用したい市町村を色で判断できます！

〇カレンダーは、子ども食堂を運営する団体により随時更新されます。〇カレンダーは、子ども食堂を運営する団体により随時更新されます。
〇�予約が必要な場合もありますので、事前に各子ども食堂にお問い合わせく〇�予約が必要な場合もありますので、事前に各子ども食堂にお問い合わせく

ださい。ださい。
〇�一覧に情報のない子ども食堂のほか、「学習支援」や「食料支援」、「制服リユー〇�一覧に情報のない子ども食堂のほか、「学習支援」や「食料支援」、「制服リユー

ス」などの活動をしている支援団体の情報は、「あきた子ども応援ネットワース」などの活動をしている支援団体の情報は、「あきた子ども応援ネットワー
ク」のホームページでご確認いただけます。 ク」のホームページでご確認いただけます。 

　あきた子ども応援ネットワークカレンダーはこちらからご覧ください。　あきた子ども応援ネットワークカレンダーはこちらからご覧ください。➡➡
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子
ど
も
食
堂
を
中
心
と
し
た「
地
域
の

居
場
所
」は
、
食
事
提
供
の
場
と
し
て
だ

け
で
は
な
く
、
多
世
代
が
交
流
し
、
お
互

い
を
見
守
り
合
う
重
要
な「
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
拠
点
」と
し
て
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、「
興
味
は
あ
る
け

れ
ど
、
何
か
ら
始
め
た
ら
い
い
か
わ
か
ら

な
い
」な
ど
の
意
見
を
基
に
、
居
場
所
の

準
備
、
立
ち
上
げ
か
ら
継
続
的
な
運
営
に

向
け
た
ス
テ
ッ
プ
を
ま
と
め
ま
し
た
。
と

も
に
居
場
所
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
る
支
援
者
・
団
体
の
仲
間
を
探
し
て

い
ま
す
の
で
、
多
く
の
方
に
届
く
こ
と
を

願
っ
て
い
ま
す
。

　

―
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
に
あ

た
っ
て
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
や
施
設

を
比
較
・
検
討
し
て
、
で
き
る
だ
け
、
自

分
の
希
望
に
か
な
っ
た
事
業
所
・
施
設
を

適
切
に
選
び
た
い
―

　
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
シ
ス
テ
ム
」

は
、そ
の
よ
う
な
利
用
者
の
要
望
に
応
え
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
、
自
宅
に
居
な
が
ら

い
つ
で
も
誰
で
も
自
由
に
事
業
所
等
の
情

報
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ
ス
テ
ム

で
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
厚
生
労
働
省
と
各

都
道
府
県
に
よ
り
運
営
し
て
お
り
、
本
会

は
秋
田
県
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
で
き

な
い
方
で
事
業
所
等
の
情
報
を
入
手
し
た

い
場
合
は
、
お
近
く
の
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
、
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア
マ
ネ

ジ
ャ
ー
）、
ま
た
は
公
表
セ
ン
タ
ー
へ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

　

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
は
、
関
係
機
関
に
送

付
し
た
ほ
か
、
あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
会
で
は
、
県
か
ら「
こ
ど
も

の
未
来
応
援
居
場
所
づ
く
り
等
支
援
事

業
」を
受
託
し
、
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

配
置
し
て
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
活
動
を
支

援
し
て
い
ま
す
。こ
の
事
業
は
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
県
内
の
支
援
団
体
等
を
訪
問

し
て
活
動
の
現
状
と
課
題
を
把
握
す
る
と

と
も
に
、
課
題
の
改
善
に
向
け
た
取
組
や

活
動
を
応
援
し
た
い
企
業
等
と
の
寄
附
等

の
仕
組
み
を
検
討
・
構
築
す
る
も
の
で
す
。

　

子
ど
も
食
堂
等
の
活
動
を
は
じ
め
た
い

と
い
う
方
、
支
援
団
体
を
応
援
し
た
い
方

の
ご
相
談
も
承
っ
て
お
り
ま
す
の
で
お
気

軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

事
務
局
：
秋
田
県
社
会
福
祉
協
議
会

　

地
域
共
生
推
進
部　

地
域
づ
く
り
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
９
９

問
い
合
わ
せ
先

福祉人材支援部
秋田県介護サービス情報指定情報公表センター
TEL　（０１８）８２４－３８８８

問
合
せ
先

ガイドブック

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り

　　

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
を

　
　
　
　
作
成
し
ま
し
た
！

　
　
　
　
作
成
し
ま
し
た
！

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
公
表
公
表
シ
ス
テ
ム

シ
ス
テ
ム

～
ご
活
用
く
だ
さ
い
～
　

～
ご
活
用
く
だ
さ
い
～
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社
会
福
祉
事
業
の
経
営
者
に
は
、

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
者
の
立

場
に
立
っ
た
良
質
な
福
祉
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
や
、
そ
の
実
現
に
向
け

た
自
己
評
価
を
行
う
等
の
対
応
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
会
は
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
質

を
客
観
的
な
立
場
か
ら
評
価
す
る

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
機

関
」と
し
て
、施
設
・
事
業
所
の
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
向
上
を
図
る
取
組
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

令
和
７
年
度
に
福
祉
サ
ー
ビ
ス

第
三
者
評
価
に
取
り
組
ん
だ
５
施

設
・
事
業
所
の
う
ち
４
か
所
に
つ

い
て
、
結
果
の
概
要
を
紹
介
し
ま

す
。
結
果
の
全
文
は
本
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
御
覧
く
だ
さ
い
。

■�

令
和
８
年
度
分
の
受
審
申
込
は
締
め
切
り
ま

し
た
が
、
受
審
の
御
相
談
等
は
随
時
受
け
付

け
て
お
り
ま
す
。

福
祉
人
材
支
援
部　

施
設
情
報
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
８
）８
６
４-

２
７
４
０

Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
８
）８
６
４-

２
８
４
０

問
合
せ
先

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価

受
審
施
設
の
紹
介

令
和
７
年
度

児童養護施設

聖園天使園（秋田市）

障害者支援施設

東山学園（鹿角市）

母子生活支援施設

秋田婦人ホーム（秋田市）

保育所

あさひ保育園（秋田市）

○�こどもが施設で継続して安心した生活を送れるように、
入所時の相談などについて、児童相談所等関係機関や今
年度開設した里親支援センターと連携した支援を行って
いる。

○�利用者のコミュニケーションについては、絵カード、タ
ブレット等を用いてコミュニケーション能力を高める支
援を行っているほか、家族や支援者の協力を得ながら、
可能性に応じた最善の支援を目指している。

○�職員は常にこどもと母親それぞれの個性や主体的な意見
を受容するとともに主体性を尊重し、ストレングスの視
点の基にエンパワーメントしていく支援を行っている。

○�２歳児から５歳児が公園や動物園などに出かけ、自然や、
人、物、出来事などの様々な関わりを通して、考える心、
創造性など内面的な能力を育む保育に力を入れている。

○�職員はこどもの日々の健康管理に努めているが、今後は、
医療機関と連携して、職員がこどもの心身の健康に関す
る知識を深め、こどもの急な変化に初動対応できるよう
な学習の機会をもつことを期待する。

○�地域の福祉向上について、地域住民との交流活動などを
通じて、地域の福祉ニーズ等を把握するとともに、施設
が有する福祉サービス情報などを地域に還元する取組を
より一層進めることを期待する。

○�標準的な実施方法のマニュアルの更新にあたっては、検
証・見直しの時期や方法を定め、職員やこどもと母親か
らの意見や提案を反映した上で見直しをした記録を整備
することを期待する。

○�プライバシー保護と権利擁護の違いに関する周知、責務
等を明記した規程・マニュアルを整備し職員や保護者等
に周知・理解を図ること、加えて「生教育」などの職員研
修により、理解が進むことを期待する。

評価の高い点

評価の高い点

評価の高い点

評価の高い点

改善が求められる点

改善が求められる点

改善が求められる点

改善が求められる点
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 桜 竹 検 索

慶事・仏事・中元歳暮等贈答品の販売
敬老記念品・記念楯・秋田特産品・民芸品など取扱中

https://www.ouchiku.com

　

よ
く
晴
れ
た
７
月
の
あ
る
日
、
今
年
の
に

ん
に
く
の
収
穫
が
完
了
し
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
に
ん
に
く
畑
で
撮
影
し
た
も

の
が
表
紙
の
写
真
で
す
。
収
穫
は
大
き
な
喜

び
で
あ
り
ま
す
が
、
大
変
な
作
業
で
も
あ
り

ま
す
。
そ
れ
が
よ
う
や
く
無
事
に
終
わ
り
、

ホ
ッ
と
一
息
、「
や
っ
た
！
」と
い
う
思
い
が

こ
み
上
げ
ま
す
。
職
員
の
方
々
や
利
用
者
の

皆
さ
ん
に
改
め
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

一
般
社
団
法
人
敬
友
が
運
営
す
る
、
就
労

継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所「
比
内
ヒ
ル
ズ
・
ふ

も
と
の
家
」は
、
令
和
２
年
に
、
戦
国
時
代

に
大
館
地
方
を
治
め
た
武
将
・
浅
利
氏
の

長
岡
城
址
に
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
歴

史
的
な
場
所
を
、
障
が
い
の
有
無
、
年
齢
、

性
差
を
問
わ
ず
誰
で
も
い
き
い
き
と
暮
ら

せ
る
共
生
社
会
の
拠
点
と
す
べ
く
、「
比
内

ヒ
ル
ズ
」と
名
づ
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

当
事
業
所
の
特
徴
は
、
当
地
の
認
定
農
業

者
と
、
事
業
所
を
利
用
す
る
障
が
い
の
あ
る

方
が
力
を
合
わ
せ
て
、
農
福
連
携
で
農
業
・

加
工
業
を
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

高
齢
化
が
進
む
秋
田
県
で
は
人
手
不
足

や
後
継
者
難
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
地
元
農
家
の
方
か
ら
農
業
や
漬
物
等

の
加
工
業
の
知
恵
や
技
を
教
え
て
い
た
だ

き
、
こ
の
地
で
し
か
作
れ
な
い
産
物
を
商
品

と
し
て
販
売
し
て
い
く—

—

そ
う
す
る
こ

と
で
消
え
て
し
ま
い
そ
う
な
地
域
の
知
恵

や
経
験
を
次
世
代
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

そ
し
て
障
が
い
の
あ
る
方
が
自
立
し
た
生

活
が
で
き
る
地
域
を
つ
く
り
た
い
と
思
っ

て
事
業
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

冒
頭
の
よ
う
に
、
自
分
た
ち
で
種
を
蒔
き

育
て
た
野
菜
を
収
穫
し
、
そ
れ
を
い
ぶ
り

が
っ
こ
や
黒
に
ん
に
く
に
加
工
し
て
、「
比

内
ヒ
ル
ズ
」ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
全
国
に
販
売

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
生
産
・
加
工
・

販
売
ま
で
一
気
通
貫
で
行
う
六
次
産
業
化

に
取
り
組
ん
で
い
る
の
も
、
当
事
業
所
の
大

き
な
特
色
で
す
。

　

今
年
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

当
事
業
所
の
取
り
組
み
が
農
福
連
携
の
好

事
例
と
し
て
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
の
方
が
農
業
未
経
験
で,

最
初

は
不
安
を
覚
え
る
方
も
い
ま
す
が
、
農
業
に

は
実
に
様
々
な
工
程
や
作
業
が
発
生
し
ま

す
の
で
、
利
用
者
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
強
み

や
特
性
を
見
て
作
業
を
割
り
振
っ
て
い
ま

す
。
か
つ
て
、あ
る
女
性
の
利
用
者
さ
ん
は
、

得
意
の
イ
ラ
ス
ト
を
生
か
し
て
自
主
的
に

「
比
内
ヒ
ル
ズ
通
信
」を
作
成
し
、
野
菜
を
育

て
収
穫
す
る
喜
び
を
表
現
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

一
方
、
農
業
は
自
然
相
手
の
外
仕
事
で
あ

り
、
課
題
も
多
い
で
す
。
熱
中
症
対
策
に

フ
ァ
ン
付
き
作
業
着
を
導
入
し
た
り
、
一
層

の
機
械
化
・
省
力
化
を
進
め
て
、
負
担
を
減

ら
し
、
よ
り
働
き
や
す
い
職
場
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

事
業
を
始
め
て
６
年
。
当
地
の
農
業
者
の

方
、
地
元
の
Ｊ
Ａ
や
い
ぶ
り
が
っ
こ
や
黒

に
ん
に
く
の
組
合
の
方
々
か
ら
農
業
・
加

工
業
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
の
力
を
借
り
、
比

内
支
援
学
校
か
ら
の
実
習
生
を
受
け
入
れ
、

卒
論
研
究
の
た
め
に
大
学
生
が
視
察
に
来

訪
す
る
な
ど（
写
真
左
）い
ろ
い
ろ
な
形
で

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
広
が
っ
て
い
ま
す
。
農

業
の
魅
力
や
障
が
い
の
あ
る
方
の
力
の
素

晴
ら
し
さ
を
広
く
知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
、

そ
し
て
今
後
も
活
動
を
続
け
、
共
生
社
会
の

実
現
を
目
指
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　　

比
内
ヒ
ル
ズ
・
ふ
も
と
の
家

　
　
　
　
　
　

一
般
社
団
法
人
敬
友

理
事　

麓　

幸
子

【
農
福
連
携
事
業
で

　
共
生
社
会
を
目
指
す
】

職
場
紹
介

リ
レ

No55

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
本
会
員

施
設
・
市
町
村
社
協
等
の
広
報

担
当
者
に
よ
る
職
場
紹
介
を
リ

レ
ー
形
式
で
お
届
け
し
ま
す
。

来訪した学生さん（右）と
一緒ににんにくの種づくり
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　【
令
和
８
年
４
月
20
日
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　

７
月
15
日
ま
で
】

◎
ご
寄
附
◎

　

●
匿
名　

様	

１
５
、
０
０
０
円

　

●
株
式
会
社
伊
徳　

様

　
《
指
定
寄
附
金　

１
５
３
、
０
０
０
円
》

　
　

➡�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

　

●
小
林
テ
ッ
ク
株
式
会
社　

様

　
《
指
定
寄
附
金　

１
７
、
６
２
３
円
》

　
　

➡�

あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

　

●
岡
村　

純　

様

　

	

《
指
定
寄
附
金　

２
０
、
０
０
０
円
》

　
　

➡
あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

　

●
太
平
熔
材
株
式
会
社　

様

　

	

《
指
定
寄
附
金　

１
８
０
、
０
０
０
円
》

　
　

➡
あ
き
た
子
ど
も
応
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

◎
物
品
預
託
等
◎

　

●
姉
帯
電
気
工
業
株
式
会
社　

様

	

《
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
３
、
３
０
０
個
》

　
　

➡
秋
田
市
保
育
協
議
会
へ

◎
災
害
遺
児
愛
護
基
金
事
業
へ
の
ご
寄
附
◎

　

●
金　

康
宏　

様	

２
０
、
０
０
０
円

　

●
秋
田
県
自
動
車
販
売
店
協
会　

様

	

３
５
、
５
０
０
円

皆

様

の

善

意
　

●
新
潟
地
方
交
通
共
済
協
同
組
合　

様

	

３
０
０
、
０
０
０
円

　

●
公
益
社
団
法
人
秋
田
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会　

様

	

１
１
８
、
１
１
０
円

　

●
秋
田
県
軽
自
動
車
協
会　

様

	

４
４
、
５
２
０
円

　

●
秋
田
春
光
懇
話
会　

様

	

２
２
、
８
３
９
円

企
画
経
営
部　

総
務
企
画
担
当

Ｔ
Ｅ
Ｌ 

０
１
８-

８
６
４-

２
７
１
２

寄
附
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先

新潟地方交通共済協同組合　様 株式会社伊徳　様

（公社）秋田県トラック協会　様 姉帯電気工業株式会社　様
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ズ
ッ
パ
ー
サ
ン
は
大
館
市
の
篤
農
家

畠
山
和
夫
さ
ん
が
、
令
和
６
年
に
新
種

登
録
し
た
あ
き
た
こ
ま
ち
の
変
異
種
で

す
。
米
粒
が
あ
き
た
こ
ま
ち
の
約
１
・

５
倍
と
大
き
く
食
味
抜
群
で
す
。
こ
れ

を
大
森
定
吉
さ
ん
が
開
発
し
た
精
米
技

術
で
胚
芽
精
米
に
し
ま
し
た
。
栄
養
豊

富
な
胚
芽
と
米
ぬ
か
が
残
る
の
で
、
あ

き
た
こ
ま
ち
Ｒ
白
米
と
比
べ
る
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｂ
１
と
食
物
繊
維
は
約
３
倍
で
、

腸
活
に
も
よ
い
と
好
評
で
す
。

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
「
ズ
ッ
パ
ー

サ
ン
」
の
胚
芽
精
米
も
生
産
・
販
売
し

て
い
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
か
づ
の
マ
ル
シ
ェ
、
道

の
駅
ふ
た
つ
い
、
道
の
駅
ひ
な
い
と
っ

と
館
な
ど
の
県
内
外
の
道
の
駅
、
Ｊ
Ａ

あ
き
た
北
と
れ
た
て
旬
菜
館
等
Ｊ
Ａ
直

売
所
で
販
売
す
る
他
、
あ
き
た
美
彩
館

(

東
京
・
品
川)

、
ふ
る
さ
と
夢
プ
ラ
ザ

(

福
岡
・
天
神)

等
全
国
に
展
開
し
て
い

ま
す
。
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
「
比
内
ヒ
ル

ズ
ス
ト
ア
」
で
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
種
か
ら
育
て
た
大
根
を

使
用
し
、
い
ぶ
り
小
屋
で
、
地
元
に
自

生
し
た
山
桜
の
木
だ
け
で
大
根
を
２

昼
夜
い
ぶ
り
ま
す
。
い
ぶ
し
た
大
根
を

40
日
以
上
漬
け
込
み
、
発
酵
・
熟
成
さ

せ
ま
す
。
材
料
は
大
館
市
産
の
大
根
、

米
ぬ
か
、
砂
糖
、
塩
の
み
。
地
元
の

漬
物
名
人
よ
り
伝
わ
っ
っ
た
秘
伝
の
調

合
で
、
当
地
で
継
承
さ
れ
た
方
法
で
つ

く
っ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
の
地
理
的

表
示(

Ｇ
Ｉ)

保
護
制
度
で
認
証
さ
れ

た
真
正
な
商
品
で
す
。
山
桜
の
木
だ
け

で
い
ぶ
り
上
げ
た
素
朴
で
香
ば
し
い
味

わ
い
が
特
色
で
す
。

い
ぶ
り
が
っ
こ
を
細
か
く
み
じ
ん
切

り
し
た
商
品
で
す
。
歯
の
悪
い
高
齢
の

方
で
も
お
子
様
で
も
召
し
上
が
れ
ま

す
。
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
に
混
ぜ
れ
ば
タ
ル
タ

ル
ソ
ー
ス
の
よ
う
な
味
わ
い
に
な
り
ま

す
し
、
そ
の
ま
ま
ポ
テ
ト
サ
ラ
ダ
に

入
れ
て
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。
チ
ャ
ー
ハ
ン
や

お
に
ぎ
り
や
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
具
に
も

ぴ
っ
た
り
。
そ
ば
や
う
ど
ん
に
も
よ
く

合
い
ま
す
。
新
た
な
食
材
と
し
て
毎
日

の
献
立
の
可
能
性
を
広
げ
ま
す
。

畑
で
種
か
ら
に
ん
に
く
を
育
て
、
収

穫
し
、
そ
れ
を
高
温
で
長
期
間
熟
成
し

ま
す
。
そ
う
す
る
と
ま
ろ
や
か
な
味
に

な
り
、
糖
度
が
上
が
り
、
甘
く
て
食
べ

や
す
い
お
い
し
い
黒
に
ん
に
く
に
な
り

ま
す
。
地
元
産
の
に
ん
に
く
だ
か
ら
安

心
・
安
全
で
す
。
ド
ラ
イ
フ
ル
ー
ツ
の

よ
う
な
甘
い
味
わ
い
が
楽
し
め
ま
す
。

皮
を
む
い
た
ら
そ
の
ま
ま
お
召
し
上
が

り
に
な
れ
ま
す
。

「
比
内
ヒ
ル
ズ
・
ふ
も
と
の
家
」(

一

般
社
団
法
人
敬
友
・
代
表
理
事
麓
厚
子)

で
は
、
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。

「
比
内
ヒ
ル
ズ
・
ふ
も
と
の
家
」
で

は
、
比
内
ヒ
ル
ズ
農
園
代
表
で
あ
る
認

定
農
業
者
か
ら
の
委
託
を
受
け
、農
業・

加
工
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
比
内
ヒ
ル

ズ
農
園
は
自
然
豊
か
な
大
館
市
比
内
町

に
あ
り
ま
す
。
農
園
や
近
隣
の
農
家
か

ら
借
り
た
畑
を
使
用
し
、
種
か
ら
野
菜

を
育
て
そ
の
野
菜
を
使
用
し
て
い
ぶ
り

が
っ
こ
や
黒
に
ん
に
く
を
作
っ
て
い
ま

す
。
い
ず
れ
も
緑
肥
を
使
っ
た
有
機
土

壌
で
育
て
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
昨

年
度
か
ら
、
あ
き
た
こ
ま
ち
の
変
異
種

こだわりの品
～本会会員である障害者施設等の
製品や販売活動をシリーズで紹介～

シリーズ

今回は、大館市の「比内ヒルズ・ふも
との家」で生産されている、「いぶり
がっこ」などをご紹介します。

☆
Ｇ
Ｉ
い
ぶ
り
が
っ
こ
ス
ラ
イ
ス

☆
Ｇ
Ｉ
い
ぶ
り
が
っ
こ
ス
ラ
イ
ス

☆
Ｇ
Ｉ
い
ぶ
り
が
っ
こ
み
じ
ん
切
り

☆
Ｇ
Ｉ
い
ぶ
り
が
っ
こ
み
じ
ん
切
り

☆
黒
に
ん
に
く

☆
黒
に
ん
に
く

☆
新
・
定
吉
胚
芽
精
米
ズ
ッ
パ
ー
サ
ン

☆
新
・
定
吉
胚
芽
精
米
ズ
ッ
パ
ー
サ
ン

新定吉胚芽精米
ズッパーサン

いぶりがっこ
スライス

いぶりがっこ
みじん切り

黒にんにく

商品に関するお問い合わせ

比内ヒルズ・ふもとの家
（一般社団法人　敬友）

ホームページはこちら↓
https://keiyu-akita.com/

大館市比内町扇田字長岡45番地

TEL 0186-57-8022

社会福祉あきた  No.386社会福祉あきた  No.386

1212


